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元
老
院
の
「
專
責
免
許
條
例
」
草
案

五
二

（
八
三
二
）

元
老
院
の
「
專
寅
免
許
條
例
」

　
　
　
　
　
　
　
明
治
法
制
史
料
雑
纂
（
六
）

草
案

手

塚

豊

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
明
治
十
四
年
、
元
老
院
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
專
費
冤
許
條
例
」
草
案
で
あ
る
。
原
本
は
細
川
潤
次
郎
の
「
吾
園
叢
書
」
明
治

庚
辰
（
＋
三
年
）
の
綴
り
込
み
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
文
書
で
、
太
政
官
十
三
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

罫
紙
十
一
枚
の
浄
書
本
で
あ
る
。

　
明
治
前
牟
期
に
お
け
る
わ
が
特
許
法
の
系
譜
を
辿
る
と
、
次
の
通
り
て
あ
る
。

　
四
年
四
月
七
日
　
專
費
略
規
則
（
駄
微
棺
沸
酷
第
）
制
定
。

　
五
年
三
月
二
九
日
　
右
規
則
停
止
（
獄
甜
舘
塑
。
）
。

　
七
　
年
　
一
月
頃
　
　
　
　
内
務
省
勘
業
寮
に
お
い
て
專
費
特
許
條
例
の
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纂
開
始
さ
る
。

　
二
二
年
　
五
月
　
　
　
　
　
大
藏
権
少
書
記
官
紳
鞭
知
常
起
草
の
「
新
護
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
專
用
冤
許
條
例
」
草
案
上
申
。

一
四
年
一
〇
月
一
九
日

同
　
年
　
同
月

一
七
年
　
二
月

同
　
年
　
二
月
以
降

元
老
院
議
官
箕
作
麟
群
お
よ
び
細
川
潤
次
郎
起

草
の
「
專
費
冤
許
條
例
」
十
八
力
條
が
、
號
外

第
三
十
一
號
議
案
と
し
て
同
院
に
提
出
さ
る
。

農
商
務
省
に
て
特
許
法
の
調
査
開
始
さ
る
。
省

内
に
て
、
高
橋
是
清
が
「
大
日
本
帝
國
特
許
條

例
議
按
心
得
」
を
起
草
、
關
係
者
に
配
布
す
。

西
郷
農
商
務
卿
（
從
道
）
よ
り
「
護
明
專
費
特

許
條
例
」
草
案
三
十
七
力
條
を
、
三
條
太
政
大

臣
（
實
美
）
に
上
申
。

右
草
案
を
制
度
取
調
局
で
審
査
の
上
、
農
商
務

省
に
下
付
、
同
省
は
訂
正
案
を
ふ
た
た
び
上
申
、

草
案
は
八
十
四
力
條
に
増
加
、
こ
の
草
案
は
参



一
八
年
　
三
月
九
日

同
年
三
月
一
六
日

　
　
　
　
三
月
三
〇
日

　
　
　
　
四
月
一
日

同
年
四
月
一
八
日

同
　
年
　
七
月
一
日

一
二
年
一
二
月
】
八
日

二
二
年
　
二
月
一
日

專
費
略
規
則
制
定
以
來
、

に
お
け
る
特
許
法
編
纂
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

　
（
3
）

十
年
史
」
に
か
な
り
詳
し
い
考
謹
が
行
わ
れ
て
い
る
。

け
る
條
例
の
編
纂
お
よ
び
元
老
院
の
專
費
冤
許
條
例
に
つ
い
て
み
る
に
、

に
關
し
て
は
全
く
そ
の
記
述
が
な
く
、

に
は
、
元
老
院
に
專
費
冤
許
條
例
制
定
の
意
見
書
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

倫
早
論
が
勝
を
制
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
、
草
案
の
條
変
籔
す
ら
明
示

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
農
商
務
省
並
び
に
参
事
院
に
お
い
て
、
終
始
、
專
費
特

許
條
例
の
編
纂
に
關
係
し
た
高
橋
是
清
も
、
そ
の
同
顧
談
で
元
老
院
草
案
に
つ

　
　
　
　
元
老
院
の
「
專
責
免
許
條
例
」
草
案

　
事
院
で
審
査
、
「
專
費
特
許
條
例
」
二
十
八
力
條

　
に
墜
縮
さ
る
。

　
右
草
案
を
第
四
百
六
十
四
號
議
案
と
し
て
元
老

　
院
に
下
付
。

　
元
老
院
第
一
讃
會
。

　
同
院
第
二
讃
會
。

　
同
院
第
三
讃
會
、
草
案
は
修
正
通
過
。

　
專
費
特
許
條
例
（
散
鰍
棺
撚
）
公
布
。

　
同
法
施
行
。

　
特
許
條
例
（
繭
齢
鱗
）
公
布
。

同
勅
令
施
行
。

專
費
特
許
條
例
公
布
に
い
た
る
ま
で
の
十
飴
年
間

　
　
　
　
　
　
　
特
許
聴
編
纂
の
「
特
許
制
度
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
勧
業
寮
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
者

　
　
　
　
後
者
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
に
「
十
四
年

い
て
は
「
箕
作
麟
祥
さ
ん
が
、
夙
に
護
明
保
護
の
必
要
を
感
ぜ
ら
れ
て
、
フ
ラ

ン
ス
式
の
簡
易
な
無
審
査
專
費
特
許
法
を
立
案
し
て
、
非
公
式
な
が
う
〆
、
の
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
リ
レ

文
を
閣
僚
議
官
の
間
に
配
布
し
て
お
ら
れ
た
」
と
語
つ
て
い
る
だ
け
て
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
働
業
寮
と
元
老
院
の
特
許
法
編
纂
は
、
こ
れ
ま
で
の
特
許
法
史
研

究
に
お
け
る
盲
黙
で
あ
る
と
い
つ
て
い
い
。
渤
業
寮
の
場
合
は
し
ば
ら
く
措

（
6
）
き
、
元
老
院
の
編
纂
事
業
に
關
し
て
は
、
そ
の
成
果
で
あ
る
草
案
そ
の
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
〕

内
容
も
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

本
稿
が
、
專
費
冤
許
條
例
の
全
文
を
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
覆
刻
、
紹
介
す

る
所
以
で
あ
る
。

　
さ
て
、
元
老
院
の
専
費
冤
許
條
例
は
、
前
に
も
揚
げ
た
ご
と
く
、
議
官
箕
作

麟
鮮
と
細
川
潤
次
郎
が
起
草
し
た
も
の
で
、
十
四
年
十
月
十
九
日
、
意
見
書
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

案
號
外
第
三
十
一
號
と
し
て
元
老
院
に
提
出
さ
れ
た
。
「
吾
園
叢
書
」
明
治
庚

辰
の
綴
り
込
み
に
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
十
三
年
の
頃
す
で
に
成
案
が
で
き

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
意
見
書
そ
の
も
の
は
、
後
掲
の
ご
と
く
き
わ
め
て

簡
軍
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
後
ち
に
、
専
費
特
許
條
例
審
査
の
元
老
院
本
會

議
に
お
い
て
、
細
川
は
特
許
法
制
定
の
必
要
を
、
次
の
よ
う
に
詳
し
く
論
じ
て

（
9
）

い
る
。

　
　
本
官
ハ
從
來
專
費
特
許
ノ
事
二
關
シ
テ
考
按
ヲ
費
シ
多
少
研
究
シ
タ
ル
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

　
以
テ
柳
力
補
陳
ス
ル
有
ン
抑
モ
今
日
ノ
世
界
二
立
チ
荷
モ
文
明
ヲ
以
テ
構
セ

　
ラ
ル
ル
邦
國
二
在
テ
ハ
大
抵
專
費
特
許
法
ヲ
制
設
セ
サ
ル
ハ
莫
シ
是
レ
有
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
二
　
　
　
　
　
（
八
一
一
コ
ニ
）



　
　
　
元
老
院
の
「
專
責
免
許
條
例
」
草
案

財
産
ノ
所
有
槽
ヲ
確
定
ス
ル
ヨ
リ
進
ミ
テ
無
形
財
産
ノ
所
有
権
ヲ
確
定
ス
ル

ニ
及
フ
ハ
文
明
邦
國
二
於
ル
自
然
ノ
順
寂
ナ
レ
ハ
ナ
リ
欧
米
各
邦
國
ノ
此
法

制
ヲ
立
タ
ル
ハ
歳
月
然
ク
古
二
潮
ラ
ス
ト
錐
モ
現
時
其
功
用
ヲ
見
ル
甚
タ
大

ナ
リ
今
ヤ
本
邦
モ
欧
米
ノ
法
制
二
倣
ヒ
以
テ
本
案
ヲ
施
サ
ソ
ト
ス
ル
ハ
實
二

必
要
ノ
時
機
二
際
セ
シ
ニ
由
ル
米
國
ノ
如
キ
ハ
其
憲
法
二
於
テ
特
二
專
壷
権

特
許
ノ
事
ヲ
明
掲
ス
此
ノ
如
ク
此
法
制
ヲ
重
ン
ス
ル
所
以
ハ
實
際
二
緊
要
ノ

關
係
ア
ル
ニ
因
ル
ナ
ル
可
シ
然
レ
ト
モ
退
テ
理
論
上
他
ノ
一
黙
ヨ
リ
推
考
セ

ハ
叉
大
二
不
可
ナ
ル
者
ノ
在
ル
有
リ
凡
ソ
人
間
肚
會
二
於
テ
特
二
或
ル
一
人

二
限
リ
特
権
特
典
等
ヲ
與
フ
ル
ハ
甚
タ
好
マ
サ
ル
所
ナ
リ
某
人
力
多
少
ノ
資

本
ト
螢
力
ト
ヲ
費
シ
籔
年
ノ
工
夫
ヲ
凝
ラ
シ
タ
ル
ヲ
ロ
ニ
籍
キ
若
干
年
月
間

他
人
ノ
自
由
ヲ
束
縛
ス
ル
ハ
實
二
肚
會
公
均
ノ
旨
趣
二
反
ス
叉
道
徳
上
ヨ
リ

観
察
ス
ル
モ
偶
マ
公
盆
ヲ
増
進
ス
可
キ
一
護
明
ヲ
爲
シ
而
シ
テ
叢
明
人
濁
リ

其
利
ヲ
占
断
ス
ル
ハ
天
二
封
シ
テ
恥
ツ
可
キ
ニ
非
ス
ヤ
思
フ
ニ
專
費
特
許
ノ

一
事
ハ
自
然
ノ
定
理
二
合
ス
ル
ヤ
將
タ
各
邦
國
多
数
人
民
ノ
實
行
ス
ル
所
ナ

レ
ハ
其
之
ヲ
與
フ
ル
ハ
當
然
ナ
リ
ヤ
ハ
得
テ
知
ラ
サ
レ
ト
モ
公
盆
ノ
爲
メ
ニ

身
命
ヲ
モ
犠
牲
二
供
ス
ル
コ
ト
有
レ
ハ
襲
明
ノ
如
キ
宜
ク
之
ヲ
公
盆
ノ
犠
牲

二
供
ス
ヘ
キ
ヤ
論
ヲ
待
タ
ス
且
縦
令
畿
明
ヲ
公
盆
ノ
犠
性
二
供
ス
ル
モ
亦
自

ラ
之
二
封
ス
ル
利
盆
印
チ
多
少
ノ
資
本
螢
力
及
ヒ
若
干
年
間
ノ
工
夫
二
封
ス

ル
報
酬
ナ
キ
ニ
非
ス
其
事
何
ソ
ヤ
無
限
ノ
名
讐
是
ナ
リ
道
徳
ノ
馳
ヨ
リ
論
シ

去
ル
モ
斯
ノ
如
シ
此
二
有
盆
ノ
護
明
ヲ
得
ハ
廣
ク
之
ヲ
肚
會
二
傳
播
セ
シ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
八
三
四
）

以
テ
公
盆
ヲ
増
進
セ
ン
コ
ト
ハ
各
人
ノ
希
望
ス
ル
所
ナ
リ
然
ル
ニ
其
護
明
二

專
費
ノ
特
権
ヲ
與
ヘ
テ
他
人
ノ
干
與
ヲ
許
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
他
人
ハ
室
ク
其
利

盆
ヲ
羨
望
ス
ル
ニ
止
マ
リ
決
シ
テ
相
ヒ
競
雫
ス
ル
能
ハ
ス
然
ラ
ハ
則
チ
專
費

特
許
ハ
吐
會
公
均
ノ
主
義
ヲ
害
ス
ル
者
ト
謂
フ
可
シ
其
レ
然
リ
然
レ
ト
モ
醗

テ
專
費
特
許
法
ヲ
制
定
ス
ル
旨
趣
ヲ
推
考
ス
ル
ニ
多
少
ノ
資
本
勢
力
ト
若
干

年
間
ノ
工
夫
ト
ニ
酬
ユ
ル
ニ
若
干
年
間
ノ
権
理
印
チ
無
形
財
産
ヲ
以
テ
ス
ル

ハ
稽
ヤ
道
理
二
當
レ
リ
ト
爲
ス
ニ
在
ル
ナ
ラ
ソ
本
官
ハ
意
ラ
ク
今
目
本
案
ヲ

我
邦
二
實
施
ス
ル
モ
大
ナ
ル
効
果
ヲ
得
サ
ル
可
キ
モ
亦
少
シ
ク
利
盆
ヲ
見
サ

ル
ニ
ハ
非
サ
ラ
ソ
然
レ
ト
モ
是
レ
將
來
ヲ
心
算
セ
ル
ニ
過
キ
サ
レ
ハ
實
際
其

利
盆
ノ
程
度
ノ
那
ノ
貼
二
及
フ
ヤ
ハ
未
タ
確
知
ス
可
ラ
ス
夫
レ
本
案
二
生
ス

ル
利
盆
ハ
有
形
利
盆
ト
無
形
利
盆
ト
ノ
ニ
者
二
存
ス
其
有
形
利
盆
ト
ハ
護
明

人
ノ
占
蜥
ス
ル
利
盆
金
及
ヒ
政
府
二
牧
入
ス
ル
菟
許
料
是
ナ
リ
冤
許
料
ノ
金

額
ハ
專
費
特
許
人
ノ
籔
ヲ
増
ス
ニ
随
テ
盆
ス
多
キ
ヲ
加
へ
途
二
政
府
ノ
財
源

ヲ
殖
ス
ル
一
助
ト
爲
ル
ニ
至
ル
モ
知
ル
可
ラ
ス
然
ラ
ハ
則
チ
有
形
利
盆
ハ
官

民
共
二
被
及
ス
ル
者
ト
ス
本
邦
二
於
テ
ハ
學
術
工
藝
其
進
歩
ノ
状
ヲ
呈
ス
ル

日
伺
ホ
淺
キ
ヲ
以
テ
彼
ノ
蒸
汽
機
關
ノ
如
キ
大
襲
明
ハ
之
ヲ
見
ル
ヲ
得
ス
シ

テ
僅
々
十
激
銭
ノ
贋
格
ヲ
有
ス
ル
玩
弄
物
ノ
驕
二
止
マ
ル
可
シ
故
二
專
費
二

因
テ
鉦
大
ノ
利
盆
ヲ
得
ル
ハ
現
時
二
期
ス
可
ラ
サ
ラ
ン
ト
ス
叉
其
無
形
利
盆

ト
ハ
人
民
ノ
思
想
力
ヲ
彊
大
ニ
シ
進
取
ノ
氣
象
ヲ
養
成
ス
ル
成
果
是
ナ
リ
元

來
本
邦
人
ハ
性
質
甚
タ
英
敏
ニ
シ
テ
事
物
ヲ
悟
會
ス
ル
實
二
速
ナ
リ
是
レ
本



邦
人
ノ
固
有
資
本
ト
云
フ
モ
謳
言
二
非
ス
然
レ
ト
モ
惜
ム
ラ
ク
ハ
思
想
ヵ
輕

浮
ニ
シ
テ
近
功
小
利
二
趨
ク
深
ク
纏
奥
二
造
詣
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ハ
其
一
理
瑛

ト
謂
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
故
二
物
品
ノ
摸
擬
二
巧
捷
ナ
ル
ハ
外
國
人
ノ
驚
歎
ス
ル

所
ニ
シ
テ
猷
米
支
那
等
ノ
輸
入
物
品
ヲ
摸
擬
ス
ル
者
ノ
如
キ
容
易
二
精
粗
ヲ

判
漸
ス
可
ラ
ス
然
レ
ト
モ
自
己
ノ
思
想
ヲ
練
リ
考
按
ヲ
凝
ラ
シ
一
大
護
明
ヲ

爲
ス
如
キ
ハ
甚
タ
希
ナ
リ
是
二
於
テ
本
案
ヲ
實
行
セ
ハ
人
民
ハ
他
人
ノ
其
稜

明
品
ヲ
以
テ
利
盆
ヲ
得
ル
ヲ
見
ル
ヨ
リ
自
己
亦
工
藝
二
熱
心
シ
途
二
思
想
力

ヲ
壇
加
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
是
レ
無
形
上
ノ
第
一
ノ
利
盆
ナ
リ
叉
本
案
ヲ
實
行
セ

ハ
人
民
ヲ
シ
テ
進
取
ノ
氣
象
ヲ
養
成
セ
シ
ム
ル
有
ラ
ソ
夫
レ
人
ト
シ
テ
進
取

ノ
氣
象
ヲ
有
セ
サ
ル
ハ
莫
シ
故
二
從
來
他
ノ
富
裕
者
二
超
乗
セ
ン
ト
欲
シ
テ

商
業
財
計
二
努
力
シ
他
ノ
大
學
者
二
凌
駕
セ
ン
ト
欲
シ
テ
學
問
藝
術
二
題
勉

ス
ル
モ
或
ハ
牛
途
ニ
シ
テ
目
的
ヲ
鱒
シ
彼
二
奔
リ
此
二
就
キ
精
紳
ヲ
一
事
二

傾
注
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ヨ
リ
途
二
其
目
的
ヲ
達
ス
ル
能
ハ
サ
ル
者
往
往
二
之
レ

有
リ
此
際
二
當
リ
本
案
ヲ
施
行
シ
以
テ
人
人
ノ
刻
苦
ノ
効
果
ハ
專
費
ノ
利
盆

ヲ
得
ル
ニ
在
ル
コ
ト
ヲ
覧
知
セ
シ
メ
ハ
各
人
其
意
向
ヲ
一
ニ
シ
テ
事
業
二
從

ヒ
一
大
護
明
ヲ
爲
シ
テ
亘
大
ノ
利
釜
ヲ
占
メ
以
テ
外
國
人
ヲ
墜
倒
セ
ン
ト
欲

ス
ル
進
取
ノ
氣
象
ヲ
壇
加
セ
シ
ム
ル
ニ
足
ル
ハ
彼
ノ
版
権
冤
許
ノ
法
制
ア
リ

テ
世
二
有
釜
ノ
著
書
ヲ
増
加
ス
ル
ニ
比
ス
可
シ
是
レ
無
形
上
ノ
第
ニ
ノ
利
釜

ナ
リ
此
ノ
如
ク
人
民
ノ
思
想
力
ヲ
彊
大
ニ
シ
進
取
ノ
氣
象
ヲ
養
成
ス
ル
無
形

利
釜
ノ
大
ナ
ル
有
ラ
ハ
假
令
ヒ
有
形
上
ノ
利
釜
ノ
小
ナ
ル
モ
暫
ク
之
ヲ
問
ハ

　
　
　
元
老
院
の
「
專
責
免
許
條
例
」
草
案

　
ス
シ
テ
可
ナ
ラ
ン

　
こ
の
畿
言
に
よ
つ
て
起
草
者
の
一
人
て
あ
る
細
川
議
官
が
い
か
な
る
企
圖
を

以
て
、
條
例
を
立
案
し
た
か
が
到
明
す
る
。
な
お
、
意
見
書
議
案
提
出
の
賛
成

者
は
、
三
浦
安
、
大
鳥
圭
介
、
大
給
恒
、
由
利
公
正
の
四
議
官
で
あ
つ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
述
の
元
老
院
本
會
議
に
お
い
て
、
專
費
特
許
條

例
案
の
「
修
正
委
員
會
」
が
設
け
ら
れ
た
際
、
「
其
委
員
ハ
去
歳
本
官
等
ト
共

二
專
費
菟
許
條
例
制
定
意
見
書
ヲ
起
草
シ
叉
之
二
賛
成
シ
タ
ル
議
官
ハ
自
ラ
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）

事
二
練
熟
セ
リ
ト
信
ス
ル
ヲ
以
テ
此
議
官
ヲ
委
員
ト
爲
ス
ハ
便
宜
ナ
ラ
ン
」
と

い
う
細
川
議
官
の
提
案
で
、
前
記
四
人
と
箕
作
議
官
と
が
委
員
に
任
命
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
專
費
冤
許
條
例
草
案
は
、
な
ぜ
か
本
會
議
に
上
呈
さ
れ
ざ

る
ま
ま
、
提
出
の
の
ち
約
三
年
牛
も
放
置
さ
れ
た
。
コ
兀
老
院
議
事
一
覧
表
」
の

十
四
年
以
降
十
七
年
ま
で
の
各
版
を
み
る
に
、
い
ず
れ
も
「
意
見
書
」
の
部
に

「
專
費
菟
許
條
例
制
定
ノ
儀
」
は
「
未
決
」
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の

十
八
年
版
は
未
見
で
あ
る
が
、
「
元
老
院
第
十
期
報
告
書
」
の
「
本
院
意
見
書

案
ノ
部
一
に
一

專
費
菟
許
條
例
創
定
ノ
儀
、
右
ハ
明
治
十
四
年
十
月
十
九
日
提

出
、
同
十
八
年
四
月
十
八
日
第
七
號
布
告
ヲ
以
テ
專
費
特
許
條
例
制
定
二
付
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

右
意
見
書
ハ
自
然
ノ
消
滅
二
蹄
ス
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
專
費
特
許
條
例
の

制
定
に
と
も
な
い
、
專
費
冤
許
條
例
草
案
は
、
途
に
審
議
さ
れ
ざ
る
ま
ま
、
自

然
塵
案
の
運
命
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
八
三
五
）



　
　
　
　
元
老
院
の
コ
尋
賓
免
許
條
例
」
草
案

　
こ
の
間
の
事
情
の
一
端
を
、
起
草
者
の
一
人
で
あ
る
箕
作
議
官
は
、
前
述
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

元
老
院
本
會
議
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
本
官
ハ
十
四
年
二
當
リ
今
日
ノ
三
十
六
番
（
細
川
議
官
を
指
す
1
手
塚

　
註
）
ノ
駿
尾
二
從
ヒ
專
費
冤
許
條
例
ヲ
制
定
ス
ル
意
見
書
ヲ
起
草
セ
リ
原
來

　
國
民
ノ
野
璽
ノ
域
ヲ
脱
シ
テ
開
明
ノ
途
二
進
メ
ル
時
二
當
リ
專
費
特
許
條
例

　
ヲ
制
定
ス
ル
ハ
眞
二
必
要
ナ
リ
ト
ス
…
…
政
府
ハ
明
治
四
年
二
專
費
略
規
則

　
ヲ
制
定
セ
リ
然
ル
ニ
其
後
慶
錆
セ
ル
ヲ
以
テ
前
陳
ノ
如
ク
本
官
等
意
見
書
ヲ

　
作
レ
リ
ト
蹉
モ
當
時
倫
ホ
早
シ
ト
爲
ス
論
者
ア
リ
其
他
種
々
ノ
事
由
ア
ル
ヨ

　
リ
シ
テ
未
タ
此
意
見
書
ヲ
議
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
レ
ト
モ
本
官
等
ハ
決
シ
テ
其
條

　
例
ヲ
制
定
ス
ル
念
慮
ヲ
断
チ
シ
ニ
非
ス
殊
二
昨
年
商
標
條
例
ヲ
制
定
セ
ル
以

　
上
ハ
愈
ヨ
本
條
例
ヲ
制
定
ス
ル
ノ
必
要
ナ
ル
ヲ
感
ス
蓋
シ
彼
ト
此
ト
ハ
相
待

　
テ
行
ハ
ル
可
キ
者
ナ
レ
ハ
ナ
リ
郷
キ
ニ
商
標
條
例
ヲ
本
院
二
下
付
セ
ラ
ル
ル

　
（
1
3
）

　
ヤ
本
官
等
ハ
盆
ス
意
見
書
ヲ
議
定
ス
ル
ヲ
欲
セ
シ
モ
既
二
主
務
省
参
事
院
二

　
於
テ
本
條
例
ヲ
起
草
セ
リ
ト
聞
キ
テ
猶
豫
セ
シ
ニ
這
般
本
案
ノ
下
付
ヲ
見
ル

　
ハ
本
官
等
ノ
素
志
ヲ
貫
ク
時
機
二
達
セ
ル
ヲ
喜
ヒ
大
二
之
ヲ
賛
成
ス

　
こ
の
護
言
に
よ
る
と
、
元
老
院
内
の
時
期
尚
早
論
お
よ
び
「
其
他
種
々
ノ
事

由
」
で
、
條
例
案
は
審
議
さ
れ
な
か
つ
た
模
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
專
費
特
許

條
例
審
議
の
元
老
院
本
會
議
の
討
論
を
み
る
に
、
渡
邊
清
議
官
た
だ
一
人
の
倫

（
1
4
）

早
論
を
の
ぞ
い
て
は
、
格
別
の
反
封
意
見
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
渡
邊
も
結
局

は
賛
成
意
見
に
組
し
た
。
そ
し
て
專
費
特
許
條
例
は
、
政
府
原
案
を
一
部
修
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
八
三
六
）

の
上
、
全
會
一
致
で
元
老
院
を
通
過
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
專
費
冤
許
條
例

制
定
に
封
す
る
院
内
の
倫
早
論
も
、
そ
れ
ほ
ど
つ
よ
か
つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
同
條
例
草
案
の
完
成
、
提
出
と
ほ
と
ん
ど
時
期

を
同
じ
く
し
て
農
商
務
省
の
編
纂
が
開
始
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
影
響
で
元

老
院
内
の
審
議
が
ひ
き
の
ば
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
許
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

度
が
實
現
す
れ
ば
當
然
に
主
務
官
聴
を
豫
定
さ
れ
た
農
商
務
省
の
立
案
が
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
ヤ

き
な
屋
力
と
な
つ
て
、
議
官
提
出
の
意
見
書
議
案
を
た
な
ざ
ら
し
に
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
箕
作
の
い
う
「
其
他
種
々
ノ
事
由
」
の
中
、
も
つ
と
も
大
き
な
原

因
は
そ
こ
に
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。
か
く
し
て
、
元
老
院
の
專
費
冤
許
條
例

草
案
は
、
途
に
陽
の
目
を
み
る
こ
と
な
く
葬
り
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
專
費
菟
許
條
例
草
案
は
、
大
髄
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
一
八
四
四
年
法
を
模

倣
し
た
も
の
で
、
分
量
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
法
の
四
十
八
力
條
を
十
八
力
條
に
塵

縮
し
て
い
る
。
護
明
層
出
主
義
を
探
り
、
專
費
冤
許
局
は
護
明
の
實
膿
に
立
入

つ
て
審
査
し
な
い
こ
と
（
鰍
塑
鰹
論
喫
）
、
專
費
冤
許
期
限
を
出
願
の
日
よ
り
起

算
し
て
五
年
、
十
年
、
十
五
年
の
三
種
と
し
、
且
つ
特
許
料
の
年
賦
彿
を
み
と

め
た
こ
と
（
襟
湘
陛
鱗
雌
麟
）
、
追
加
特
許
の
制
（
麟
湖
詫
燃
解
）
、
特
許
権
譲
渡
の
規
定

（
麟
塑
一
〇
〇
鰹
）
、
特
許
料
の
不
挽
を
失
灌
原
因
と
し
た
こ
と
（
撒
塑
軸
撒
）
、
特
許
灌

侵
害
を
犯
罪
と
し
、
五
年
以
内
の
再
犯
に
は
禁
獄
刑
を
科
す
る
こ
と
（
鱗
棚
津
靴

慌
）
等
、
い
ず
れ
も
ヲ
ラ
ン
ス
法
の
間
接
罐
受
で
あ
つ
た
。
と
く
に
無
審
査
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

出
主
義
を
探
用
し
た
こ
と
は
、
特
許
制
度
の
基
礎
を
、
い
わ
ゆ
る
槽
利
主
義
に



お
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
重
親
す
べ
き
特
長
で
あ
ろ
う
。
護
明
者
の
灌
利
は
、

國
家
の
任
意
的
恩
恵
で
は
な
い
か
ら
、
國
家
は
出
願
者
に
封
し
て
當
然
に
特
許

を
あ
た
え
、
そ
れ
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
灌
利
主
義
は
、
近
代
特
許
法

の
基
本
的
原
則
で
あ
る
。
專
費
冤
許
條
例
は
、
・
て
う
し
た
立
場
を
當
時
の
フ
ラ

ン
ス
現
行
特
許
法
を
通
じ
て
繊
受
し
た
の
て
あ
つ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
十
八
年

か
ら
施
行
さ
れ
た
專
費
特
許
條
例
は
、
同
じ
フ
ラ
ン
ス
法
を
模
範
と
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
技
術
的
規
定
の
縷
受
に
と
ど
ま
り
、
特
許
の
基
調
は
、
革
命
以

前
の
フ
ラ
ン
ス
特
許
法
あ
る
い
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
王
朝
以
前
の
イ
ギ
リ
ス
特
許
法

　
　
　
　
　
　
　
へ
1
8
）

に
み
ら
れ
る
恩
恵
主
義
を
探
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
農
商
務
大
臣
に
特
許
の
認

定
灌
を
あ
た
え
（
蜘
）
、
特
許
を
以
て
政
府
の
任
意
行
爲
と
す
る
立
場
を
固
守
し

た
の
で
あ
る
。
正
に
古
典
的
特
許
法
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
わ
が
特
許
法
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

お
い
て
灌
利
主
義
が
確
立
し
た
の
は
、
二
十
二
年
二
月
】
日
施
行
の
特
許
條
例

（
渤
齢
竸
）
が
最
初
で
あ
り
、
清
瀬
一
郎
博
士
は
「
我
特
許
法
ハ
此
時
二
初
マ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

云
フ
ヲ
眞
實
二
近
シ
ト
ス

」
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
さ

き
だ
つ
八
年
前
、
す
で
に
早
く
灌
利
主
義
を
採
用
し
た
元
老
院
專
費
冤
許
條
例

草
案
の
存
在
は
、
わ
が
特
許
法
編
纂
史
上
、
寡
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
も
つ
と
も
、
起
草
者
で
あ
る
箕
作
、
細
川
爾
議
官
が
、
特
許
制

度
に
お
け
る
権
利
主
義
の
も
つ
意
味
を
正
確
に
認
識
し
、
あ
え
て
恩
恵
主
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

排
斥
す
る
立
場
か
ら
條
例
の
立
案
に
當
つ
た
と
み
る
に
は
、
疑
問
も
多
い
が
、

た
と
え
立
案
者
の
企
圖
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
に
も
せ
よ
、
草
案
そ
の

　
　
　
　
元
老
院
の
「
專
責
免
許
條
例
」
草
案

も
の
が
有
し
て
い
る
進
歩
的
性
格
は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
ρ
1
）
　
一
吾
園
叢
書
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
［
拷
問
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法

　
　
律
案
」
本
誌
第
三
四
巻
三
號
五
七
頁
註
ρ
1
）
参
照
。

　
（
2
）
　
同
じ
綴
り
込
み
の
中
に
、
訂
正
加
除
を
ほ
ど
こ
し
た
未
定
稿
ρ
太
政

　
　
官
＋
三
行
罫
紙
五
枚
）
も
あ
る
。

　
（
3
）
　
特
許
廉
編
「
特
許
制
度
七
十
年
史
」
（
昭
和
三
十
年
）
・
二
一
頁
以
下

　
　
参
照
。

　
（
4
㌧
　
前
掲
書
・
二
六
頁
。

　
（
5
）
　
暮
同
橋
是
清
自
傳
」
（
昭
和
十
一
年
Y
二
〇
頁
。
高
橋
は
別
の
談
話
て

　
　
［
元
老
院
に
於
て
も
、
箕
作
議
官
な
そ
が
蛮
明
專
責
規
則
案
な
る
も
の
を

　
　
作
ら
れ
、
之
を
建
議
し
て
同
僚
の
議
官
な
そ
に
配
布
し
た
事
が
あ
り
ま
す
」

　
　
と
も
い
つ
て
い
る
仁
特
許
局
の
思
出
」
・
『
特
許
法
施
行
五
十
年
紀
念
會

　
　
報
告
」
九
一
頁
）
。

　
ρ
6
）
　
こ
れ
に
關
し
て
は
、
專
費
特
許
條
例
を
審
査
L
た
元
老
院
本
會
議
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま
ロ

　
　
大
鳥
圭
介
議
官
か
　
本
條
例
ノ
我
邦
二
萌
芽
ヲ
露
ハ
ス
ヤ
巳
二
奮
サ
シ
向

　
　
者
内
務
省
中
二
鋤
業
寮
ヲ
置
ク
ヤ
專
賞
特
許
條
例
ノ
編
纂
二
着
手
シ
本
官

　
　
モ
亦
其
事
二
關
與
セ
リ
爾
後
幾
多
ノ
歳
月
ヲ
経
テ
今
日
本
案
ノ
制
定
ヲ
見

　
　
ル
ハ
實
二
素
懐
二
稔
フ
」
今
元
老
院
會
議
筆
記
」
・
明
治
十
八
年
三
月
十

　
　
六
日
之
條
）
と
述
べ
て
い
る
の
が
、
私
の
知
る
限
り
に
お
い
て
唯
一
の
典

　
　
振
て
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
草
案
か
完
成
し
た
か
ど
う
か
も
明
ら
か
で
な

　
　
い
。
渤
業
寮
は
、
七
年
一
月
九
日
に
設
置
さ
れ
た
内
務
省
の
一
分
局
て

　
　
（
十
年
一
月
十
一
日
屡
止
）
、
創
設
當
初
の
事
務
章
程
ρ
七
年
三
月
目
歓
）

　
　
第
十
一
條
に
は
［
國
民
諸
工
藝
襲
明
ノ
申
告
ヲ
審
理
シ
其
具
駄
ヲ
卿
二
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
八
三
七
）



　
　
　
元
老
院
の
「
專
責
免
許
條
例
」
草
案

　
シ
其
指
圖
ヲ
得
テ
專
費
免
許
特
別
免
許
等
ヲ
與
フ
ル
ニ
ハ
皆
其
成
規
定
例

　
二
因
ル
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
翌
年
改
正
の
事
務
章
程
（
八
年
九
月
二
十
四
日
）

　
第
九
條
に
も
「
術
藝
器
械
及
製
作
物
調
和
物
等
ヲ
登
明
シ
タ
ル
者
へ
褒
賞

　
ノ
特
典
ヲ
與
へ
其
椹
利
ヲ
保
護
ス
ル
事
」
と
あ
る
か
ら
、
同
寮
で
特
許
法

　
が
編
纂
せ
ら
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
大
鳥
圭
介

　
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
五
稜
郭
の
敗
將
、
赦
免
後
、
明
治
政
府
に
出
仕
し
、

大
藏
少
丞
（
五
年
二
月
）
、
陸
軍
省
四
等
出
仕
（
七
年
四
月
）
、
工
部
省
四

等
出
仕
（
八
年
一
月
）
、
工
部
省
製
作
頭
廉
工
學
椹
頭
（
八
年
六
月
」
な

　
ど
を
歴
任
、
傍
ら
渤
業
寮
四
等
出
仕
（
就
任
年
月
日
不
明
）
を
兼
任
し

　
て
い
た
（
山
崎
有
信
「
大
鳥
圭
介
傳
」
六
頁
、
三
四
二
頁
）
。
彼
は
工
學
一

　
般
に
關
す
る
造
詣
が
ふ
か
か
つ
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
が
買
わ
れ
て

編
纂
に
關
與
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
勧
業
寮
の
特
許
法
編
纂
に
つ
い
て

　
は
、
將
來
の
解
明
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
な
お
、
法
務
圖
書
館
藏
書
中
に
、
「
英
語
『
パ
テ
ン
ト
』
の
字
義
に
付

　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
ヘ
の
質
問
」
と
題
す
る
九
年
十
一
月
十
六
日
附
の
丈
書
が

　
あ
る
（
司
法
省
八
行
原
稿
用
紙
六
枚
）
。
そ
の
内
容
は
、
づ
魯
Φ
ロ
“
の
意
味

　
を
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
期
的
に
み
て
、
鋤
業
寮

　
と
の
關
連
は
う
す
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
質
問
を
嚢
し
た
官
聴
名
を
敏
く

　
の
は
惜
し
い
。
も
し
も
司
法
省
の
質
問
で
あ
つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

　
頃
、
同
省
に
お
い
て
特
許
法
編
纂
の
胎
動
が
あ
つ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
　
一
般
の
特
許
法
關
係
の
著
書
で
、
わ
が
國
特
許
法
の
溜
革
を
連
べ
て

　
い
る
も
の
は
す
く
な
く
な
い
が
、
元
老
院
の
專
頁
免
許
條
例
に
關
す
る
記

　
述
は
、
い
ず
れ
に
も
見
當
ら
な
い
（
例
え
ば
清
瀬
一
郎
「
特
許
法
原
理
」

　
三
六
頁
以
下
、
竹
内
賀
久
治
「
特
許
法
」
四
四
頁
以
下
、
吉
原
隆
家
「
全

五
八

（
八
三
八
）

　
訂
特
許
法
詳
論
」
五
頁
以
下
、
安
達
弾
三
「
特
許
法
」
・
．
「
現
代
法
學
全

　
集
」
三
一
巻
四
四
八
頁
等
）
。

（
8
）
　
「
元
老
院
第
九
期
報
告
書
」
・
二
六
頁
。
議
官
か
ら
提
出
す
る
意
見
書

　
議
案
は
、
現
在
の
國
會
に
お
け
る
議
員
立
法
に
該
當
す
る
。
そ
し
て
號
外

　
第
何
號
と
い
う
番
號
が
附
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
（
1
0
）
　
前
揚
元
老
院
筆
記
・
明
治
十
八
年
三
月
十
六
日
之
條
。

（
1
1
）
　
「
元
老
院
第
十
期
報
告
書
」
・
一
五
頁
。

（
1
2
）
　
註
（
9
）
（
1
0
）
に
同
じ
。

（
1
3
）
　
商
標
條
例
は
十
七
年
二
月
十
五
日
元
老
院
に
下
付
、
五
月
六
日
同
院

　
で
修
正
議
決
、
政
府
は
さ
ら
に
そ
れ
を
修
正
し
て
六
月
七
日
太
政
官
布
告

　
第
＋
九
號
と
し
て
公
布
、
六
月
＋
八
日
元
老
院
で
検
覗
、
＋
月
一
日
よ
り

施
行
さ
れ
た
。

（
1
4
）
　
渡
邊
は
、
特
許
制
度
を
實
施
す
る
と
、
外
國
人
に
利
盆
を
あ
た
え
る

　
か
ら
、
條
約
改
正
後
ま
で
獲
布
を
ま
つ
べ
し
と
い
う
意
見
て
あ
つ
た
（
前

　
掲
元
老
院
筆
記
・
明
治
十
八
年
三
月
三
十
日
之
條
参
照
）
。

（
1
5
）
　
條
例
施
行
に
伜
い
、
農
商
務
省
工
務
局
の
附
屑
機
關
と
し
て
專
責
特

　
許
所
が
設
置
さ
れ
た
（
十
八
年
四
月
二
十
日
、
農
商
務
省
達
）
。
特
許
局

　
の
前
身
で
あ
る
。

（
1
6
）
　
「
吾
園
叢
書
」
明
治
庚
辰
の
綴
り
込
み
中
に
、
「
佛
國
專
費
免
許
妖
ノ

　
規
則
・
千
八
百
四
＋
四
年
第
七
月
五
日
ノ
法
一
お
よ
び
「
佛
蘭
西
國
内
二

　
於
テ
官
許
ヲ
以
テ
開
キ
タ
ル
博
覧
會
二
出
シ
タ
ル
新
嚢
明
叉
ハ
新
工
夫
及

　
ヒ
器
械
ノ
叢
圖
ノ
請
合
二
付
テ
ノ
千
八
百
六
十
八
年
第
五
月
二
十
三
日
ノ

　
法
」
が
あ
る
（
太
政
官
十
三
行
罫
紙
十
六
枚
）
。
課
者
名
は
な
い
。
こ
の
丈

　
書
は
、
立
法
の
直
接
賓
料
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
一
八
四
四
年



　
フ
ラ
ン
ス
特
許
法
に
つ
い
て
は
、
竹
内
・
前
掲
書
三
六
頁
以
下
参
照
。

（
17
）
（
1
8
）
　
特
許
法
に
お
け
る
灌
利
主
義
と
恩
恵
主
義
に
つ
い
て
は
、
清

　
瀬
・
前
掲
書
二
頁
以
下
参
照
。

（
19
）
　
こ
の
特
許
條
例
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ッ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
特
許

　
法
を
模
範
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
ア
メ
リ
カ
特
許
法
の
特
色

　
た
る
審
査
主
義
を
採
用
し
て
い
る
（
卵
ト
條
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
行
政
的
に

　
特
許
許
否
の
審
査
を
す
る
意
味
で
は
な
く
、
特
許
條
件
の
存
否
の
調
査
す

　
な
わ
ち
新
規
性
の
審
査
で
あ
つ
て
、
司
法
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
椹
利
主
義
の
基
本
原
則
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

　
の
黙
に
つ
い
て
は
、
竹
内
・
前
掲
書
二
七
頁
以
下
、
清
瀬
・
前
掲
書
二
九

　
頁
以
下
参
照
。

（
2
0
）
　
清
瀬
・
前
掲
書
四
四
頁
。

（
2
1
）
　
恩
恵
主
義
を
基
調
と
す
る
專
費
特
許
條
例
を
審
議
し
た
元
老
院
本
會

　
議
に
お
い
て
、
箕
作
、
細
川
雨
議
官
共
に
、
そ
の
方
針
に
封
し
て
つ
よ
い

　
反
機
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
同
條
例
の
起
案
者
高
橋
是
清
は

　
「
元
老
院
て
は
…
…
私
の
立
案
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
式
無
審
査
免
許
の
方
法

　
が
よ
ろ
し
い
と
の
意
見
を
持
つ
人
も
少
く
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
當
人

　
の
箕
作
さ
ん
は
私
の
案
文
を
見
て
、
こ
れ
は
君
の
案
が
よ
い
。
自
分
は
決

　
し
て
自
説
を
固
持
す
る
も
の
で
は
な
い
と
、
寧
ろ
賛
意
を
表
さ
れ
た
」

　
（
前
掲
自
傳
・
二
二
〇
頁
）
と
述
べ
、
ま
た
「
箕
作
麟
祥
さ
ん
が
…
…
農

　
商
務
省
の
探
つ
た
審
査
主
義
に
は
定
め
し
反
封
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
つ
て

　
心
配
し
て
居
つ
た
の
が
、
極
く
淡
白
に
『
俺
の
案
よ
り
は
君
の
案
の
方
が

　
宜
い
よ
』
と
云
は
れ
た
の
で
大
い
に
感
激
し
た
次
第
で
あ
る
」
（
前
掲
五

　
十
年
紀
念
會
報
告
・
一
〇
〇
頁
）
と
も
い
つ
て
い
る
。
細
川
の
場
合
も
、

元
老
院
の
「
專
責
免
許
條
例
」
草
案

箕
作
と
大
同
小
異
て
あ
ろ
5
。
か
れ
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
特
許
法
の
椹
利
主

義
の
進
歩
的
性
格
を
十
分
に
認
識
し
て
、
》
、
の
縫
受
を
企
圖
し
た
と
い
う

よ
り
も
ー
本
丈
に
掲
げ
た
元
老
院
本
會
議
に
お
け
る
細
川
の
特
許
制
度

に
つ
い
て
の
議
論
を
み
て
も
、
椹
利
主
義
と
思
恵
主
義
の
問
題
に
關
し
て

は
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
ー
軍
に
フ
ラ
ン
ス
法
の
外
形
の
模
倣
に
終
始
し

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
た
め
、
基
本
的
構
想
を
異
に
す
る
農
商
務
省
立
案

の
專
頁
特
許
條
例
に
封
し
て
も
、
た
だ
「
特
許
制
度
」
の
實
現
と
い
う
こ

と
だ
け
で
、
簡
軍
に
同
調
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

專
費
冤
許
條
例
ヲ
設
ク
ル
ノ
意
見
書

專
費
菟
許
ノ
法
ハ
獲
明
者
ヲ
シ
テ
定
期
間
一
己
ノ
賀
盆
ト
ナ
ス
コ
ト
ヲ
許
ス
者

ニ
シ
テ
文
明
ノ
國
此
設
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ
シ
蓋
財
産
ノ
槽
タ
ル
コ
ト
人
民
吐
會

上
二
現
出
シ
テ
ヨ
リ
所
有
灌
ノ
及
フ
所
ハ
翅
二
有
形
ノ
物
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
井
テ
無

形
物
二
至
ル
理
ノ
當
二
然
ル
可
キ
所
ナ
リ
況
ヤ
此
二
由
テ
以
テ
國
民
ヲ
シ
テ
勇

爲
ノ
精
神
ヲ
作
振
シ
名
利
ヲ
　
取
ス
ル
ノ
機
會
ヲ
得
セ
シ
メ
工
藝
ヲ
勧
メ
テ
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

張
ノ
基
ヲ
ナ
ス
ニ
於
テ
オ
ヤ
出
板
條
例
爲
眞
條
例
ノ
如
キ
ハ
既
二
之
ヲ
施
行
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
ま
ま
ロ

リ
而
シ
テ
獲
明
二
專
費
ヲ
許
ス
ノ
設
ナ
キ
ハ
實
二
敏
典
ナ
リ
循
テ
請
フ
、
工
部

省
中
二
專
費
免
許
局
ヲ
置
カ
レ
左
ノ
條
例
ヲ
施
行
セ
ソ
コ
ト
ヲ
謹
テ
裁
可
ヲ
乞

フ

五
九

（
八
三
九
）



　
　
　
　
元
老
院
の
「
專
責
免
許
條
例
」
草
案

　
　
布
告
案

内
（
ま
ま
）

工
部
省
中
專
費
冤
許
局
被
置
候
條
此
旨
布
告
候
事

　
　
同

專
費
冤
許
條
例
別
紙
ノ
通
創
定
候
條
何
年
何
月
一
日
ヨ
リ
施
行
可
致
此
旨
布
告

候
事

　
　
專
費
冤
許
條
例

　
　
　
第
一
條

何
人
二
限
ラ
ス
各
種
ノ
工
業
二
付
新
護
明
叉
ハ
新
工
夫
ヲ
ナ
ス
者
ハ
定
期
ノ
時

間
之
ヲ
以
テ
自
己
ノ
、
、
・
ノ
利
盆
ト
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
此
特
槽
ヲ
有
ス
ル
ノ
謹

ト
シ
テ
專
費
冤
許
歌
ヲ
專
費
冤
許
局
ヨ
リ
受
ク
ル
ヲ
必
要
ト
ス

　
　
　
第
二
條

新
護
明
叉
ハ
新
工
夫
ナ
リ
ト
ス
可
キ
者
ハ

　
第
一
新
二
創
意
シ
テ
物
品
ヲ
製
造
ス
ル
コ
ト

　
第
二
　
絡
テ
利
盆
ト
ナ
ル
可
キ
爲
メ
新
ナ
ル
方
法
ヲ
瓶
メ
叉
ハ
已
二
知
レ
タ

　
　
　
　
ル
方
法
ヲ
改
正
ス
ル
コ
ト

　
　
　
第
三
條

專
費
菟
許
ノ
期
限
ハ
五
年
十
年
十
五
年
二
分
ツ
此
期
限
二
比
例
シ
テ
左
ノ
手
籔

料
ヲ
出
ス
可
シ

　
五
年
　
　
　
　
二
十
五
圓

六
〇

（
八
四
〇
）

　
十
年
　
　
　
・
五
十
圓

　
十
五
年
　
　
　
七
十
五
圓

此
手
歎
料
ハ
毎
年
五
圓
ッ
・
年
賦
ト
シ
テ
之
ヲ
出
ス
可
シ

　
　
　
第
四
條

專
壷
免
許
ヲ
得
ソ
ト
欲
ス
ル
者
ハ
左
ノ
書
類
ヲ
正
副
二
通
ツ
・
一
包
ト
シ
之
二

封
印
シ
テ
其
管
轄
ノ
地
方
聴
二
出
ス
可
シ

　
第
一
　
願
書
　
新
護
明
叉
ハ
新
工
夫
ノ
名
及
其
願
フ
所
ノ
期
限
ヲ
載
ス

　
第
二
　
新
護
明
叉
ハ
新
工
夫
ノ
明
細
書

　
第
三
　
同
上
ノ
明
細
書
ノ
旨
趣
ヲ
了
解
ス
ル
ニ
足
ル
可
キ
圖
若
ク
ハ
。
模
形

　
　
　
第
五
條

專
費
冤
許
ノ
期
限
ハ
願
人
ノ
書
類
ヲ
出
セ
シ
日
ヨ
リ
之
ヲ
算
ス

　
　
　
第
六
條

地
方
聴
ヨ
リ
書
類
ヲ
專
費
冤
許
局
二
逡
達
ス
レ
ハ
其
書
類
ヲ
受
取
リ
タ
ル
順
序

二
從
フ
テ
簿
珊
二
記
入
シ
其
願
法
二
適
シ
タ
ル
ト
認
ム
ル
時
ハ
直
二
專
費
冤
許

朕
ヲ
付
ス
此
ノ
冤
許
効
ア
ル
ヤ
否
ハ
官
ノ
責
任
二
非
ス

　
　
　
第
七
條

已
二
專
費
ノ
冤
許
ヲ
得
タ
ル
者
其
護
明
又
ハ
工
夫
ヲ
改
正
攣
更
ス
ル
コ
ト
ア
ル

時
ハ
更
二
前
ノ
手
績
ヲ
以
テ
願
書
ヲ
出
シ
改
正
攣
更
二
付
テ
ノ
冤
許
状
ヲ
受
ク

ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
此
冤
許
状
ハ
首
タ
ル
冤
許
状
ト
同
一
ノ
効
ヲ
有
シ
テ
其
期
限

モ
同
時
二
終
ル
者
ト
ス



此
改
正
攣
更
二
付
テ
ノ
冤
許
歌
ヲ
得
ル
ニ
ハ
別
二
四
圓
ノ
手
数
料
ヲ
納
ム
可
シ

　
　
　
第
八
條

已
二
專
費
ノ
冤
許
ヲ
得
タ
ル
獲
明
叉
ハ
工
夫
二
付
改
正
攣
更
ヲ
ナ
シ
別
二
專
費

ノ
冤
許
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
前
ノ
手
績
ヲ
以
テ
專
費
ノ
冤
許
ヲ
得
ヘ
シ

此
時
二
方
テ
ハ
定
則
ノ
手
籔
料
ヲ
納
メ
其
期
限
ハ
更
二
願
書
ヲ
出
ス
ノ
日
ヨ
リ

算
ス

　
　
　
第
九
條

改
正
攣
更
二
付
テ
ノ
專
費
冤
許
ハ
冤
許
状
ヲ
得
タ
ル
本
人
ノ
外
ハ
冤
許
状
ヲ
渡

シ
タ
ル
日
ヨ
リ
一
年
内
二
之
ヲ
與
フ
ル
コ
ト
ナ
シ
但
本
人
ノ
改
正
攣
更
二
付
キ

菟
許
状
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
其
願
書
ヲ
地
方
聴
ヲ
経
テ
專
費
冤
許
局
二
預
ケ

置
ク
コ
ト
ヲ
得
若
一
年
ヲ
輕
ル
ノ
後
已
二
冤
許
ヲ
得
タ
ル
本
人
ノ
願
書
ナ
キ
時

ハ
之
ヲ
開
封
シ
其
冤
許
状
ヲ
渡
ス
可
シ
此
時
二
方
ツ
テ
ハ
各
自
ノ
獲
明
ト
工
夫

　
　
パ
ま
ま
ロ

ト
ノ
、
・
・
付
專
費
ノ
灌
ア
リ
ト
ス

　
　
　
第
十
條

專
費
冤
許
ノ
槽
利
ノ
全
部
若
ク
ハ
一
部
ヲ
他
人
二
譲
リ
渡
ス
時
ハ
双
方
協
議
ノ

上
連
名
ノ
願
書
ヲ
出
シ
專
費
冤
許
局
二
於
テ
冤
許
状
ノ
書
換
ヲ
ナ
ス
可
シ
此
時

二
方
ツ
テ
ハ
別
二
四
圓
ノ
手
藪
料
ヲ
納
ム

　
　
　
第
十
｝
條

此
條
例
ヲ
運
守
ス
ル
時
ハ
外
國
人
モ
日
本
國
二
於
テ
專
費
冤
許
状
ヲ
受
ク
ル
コ

ト
ヲ
得
ヘ
シ

　
　
　
　
元
老
院
の
「
專
責
免
許
條
例

一
草
案

　
　
　
第
十
二
條

左
ノ
籔
項
二
掲
ク
ル
者
ハ
專
費
菟
許
ヲ
與
フ
可
カ
ラ
ス

　
第
↓
　
襲
明
叉
ハ
工
夫
ノ
新
ナ
ラ
ザ
ル
者

　
第
二
　
別
段
ノ
規
則
ヲ
定
メ
タ
ル
物
品

　
第
三
　
護
明
叉
ハ
工
夫
ノ
國
安
ヲ
害
シ
叉
ハ
風
俗
ヲ
魔
シ
或
ハ
制
規
ヲ
犯
ス

　
　
　
　
者

　
第
四
　
書
類
ニ
テ
其
護
明
叉
ハ
工
夫
ノ
目
的
及
用
法
ノ
詳
ナ
ラ
ザ
ル
者

　
第
五
　
此
條
例
二
蓮
ハ
ザ
ル
者

　
　
　
第
十
三
條

日
本
國
．
一
テ
衆
人
ノ
已
二
知
ル
所
ノ
叢
明
叉
ハ
工
夫
ハ
此
ヲ
新
ナ
ル
者
ト
ス
可

カ
ラ
ス

　
　
　
第
十
四
條

期
限
中
手
籔
料
ヲ
納
ム
ル
コ
ト
ヲ
止
ム
ル
者
ハ
專
費
菟
許
ヲ
取
消
ス
可
シ

　
　
　
第
十
五
條

專
費
冤
許
ヲ
取
消
ン
ト
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ハ
其
事
二
關
係
ア
ル
者
ヨ
リ
之
ヲ
府
縣

裁
到
所
二
訴
出
ス
可
シ

　
　
　
第
十
六
條

裁
判
所
、
一
於
テ
專
費
冤
許
ノ
取
消
ヲ
、
言
渡
シ
擦
訴
期
限
ノ
終
リ
シ
時
ハ
其
取
浦

ノ
旨
ヲ
專
費
冤
許
局
及
願
人
住
居
ノ
地
方
磨
二
報
告
ス
可
シ

肇
買
冤
許
ヲ
得
タ
ル
物
品
ヲ
贋
造
シ
叉
ハ
同
一
ノ
方
法
ヲ
用
ヒ
テ
專
費
ノ
灌
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
　
（
八
四
一
）



　
　
　
　
元
老
院
の
「

專
賓
免
許
條
例
」
草
案

ヲ
害
ス
ル
者
ハ
五
圓
ヨ
リ
少
カ
ラ
ス
百
圓
ヨ
リ
多
カ
ラ
ザ
ル
ノ
罰
金
ヲ
科
セ
ラ

ル
可
シ
情
ヲ
知
テ
之
ヲ
販
費
ス
ル
者
ハ
同
一
ノ
罰
ヲ
受
ク
可
シ

　
　
　
第
十
七
條

前
條
ノ
罪
ヲ
再
犯
シ
タ
ル
時
ハ
罰
金
ノ
外
十
日
ヨ
リ
少
カ
ラ
ス
三
月
ヨ
リ
多
カ

ラ
ザ
ル
時
間
禁
獄
ノ
罰
ヲ
受
ク
可
シ
但
五
年
以
内
二
叉
其
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
時
ハ

再
犯
ナ
リ
ト
ス

　
　
　
第
十
八
條

贋
造
ノ
物
品
ハ
之
ヲ
取
リ
上
ケ
テ
專
費
冤
許
ヲ
得
タ
ル
本
人
二
下
付
ス
可
シ
若

叉
別
段
ノ
道
理
ア
ル
時
ハ
損
失
ヲ
賠
償
セ
シ
ム

　
後
匪
　
□
は
原
文
の
抹
消
を
示
す
。
な
お
、
工
部
省
の
「
工
」
が
「
内
」
と

　
　
訂
正
さ
れ
て
い
る
が
、
内
部
省
と
い
う
官
磨
は
な
い
か
ら
、
内
務
省
の
こ

　
　
と
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
部
」
を
「
務
」
に
訂
正
洩
れ
で
あ
ろ
う
。

　
後
記
　
こ
の
「
明
治
法
制
史
料
難
纂
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
数
同
に
わ
た

　
　
つ
て
細
川
潤
次
郎
奮
藏
文
書
を
利
用
し
た
が
、
そ
の
際
、
私
は
そ
の
丈
書

　
　
の
名
稔
を
「
吾
園
文
書
」
と
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
細
川
自
身
は
「
吾
園
叢

　
　
書
」
と
名
付
け
て
い
た
ら
し
い
の
で
、
本
稿
か
ら
、
そ
の
名
稽
に
改
め
る

　
　
こ
と
に
し
た
。

六
二

（
八
四
二
）


